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公 式 試 合 記 録

試合番号 開催日 開始時間 プール／回戦 試 合 会 場
⑦ 11月18日（金） 14:30  男子1回戦 大井ホッケー場 メインピッチ

第96回 全日本男子ホッケー選手権大会
2022年11月18日（金）～11月20日（日） 

公益社団法人

日本ホッケー協会

チーム名
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1 1  Q 1

0 4  Q 1 （埼玉県）

2天理大学
2 2  Q 0

ＡＬＤＥＲ飯能
2 3  Q 0

（奈良県）

出場時間 背番号 氏   名 (GK/C) Ｇ Ｙ Ｒ

× 1 坂口 尚哉 (GK) × 1

Ｒ 出場時間 背番号 氏   名 (GK/C) Ｇ Ｙ

千田 拓実 (GK)

× 2 石川 創 14

× 3 安倍 竜之介 (C)

× 4 島田 航介

7 4 森 丈一郎

× 2 浦前 良平

36

3 6 中島 丈大

× 7 山本 淳貴 ×

(C)

3 8 渡辺 圭太 × 8

6 吉村 俊也

浅見 恒

× 10 松島 貴也

× 11 田中 翼

× 9 深見 泰雅

× 10 粕谷 徹

× 15 永吉 拳 7 15 丸山 昇太

× 12 和田 公志 × 12 引木 智徳

16 18 黒田 紀彰 (GK) 7 17

16 16 平澤 駿 (GK)

平澤 翔

× 17 新貝 凛

× 20 山堀 裕陽

× 21 千葉 友貴

× 18 花澤 空

10 20

4 24 白椛 樹也 7 25

金内 孝

水本 祐輔 7

× 27 伏谷 周真

4 32 五勝出 知宜

31 26 斉藤 晃世 (GK)

コーチ 坂本 博紀 コーチ 藤島 弘介

4 34 伊藤 瞭汰

× 29 福島 駿介

 監  督  監  督
 穴井 善博  藤島 弘介
 アンパイア  アンパイア
木下 英貴 小林 哲也
 スコアリング ジャッジ  タイミング ジャッジ
増田 久則 栗原 崇
 Ｔ  Ｏ  リザーブ アンパイア
中野 典子 稲元  南

チーム 時間 № 種類 得点 № 種類 得点
ALDER 5 3 PC 0 1

チーム 時間 № 種類 得点 チーム
天理大学 40 7 FG 5

天理大学 7 24 FG 1 1

時間

ALDER 49 12 FG 5 2
1

天理大学 26 21 PC 3 1
天理大学 20 15 PC 2 1

天理大学 39 20 FG 4 1
種類： FG =  ﾌｨｰﾙﾄﾞｺﾞｰﾙ．PC =ﾍﾟﾅﾙﾃｨｺｰﾅｰ．PS = ﾍﾟﾅﾙﾃｨｽﾄﾛｰｸ

特記事 VUMP 我妻 順子
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1 1Q 1
2 2Q 0
2 3Q 0
0 4Q 1

2 1Q 0
3 2Q 0
4 3Q 1
1 4Q 0

朝日大学岐阜朝日クラブ

第4試合

1

5

A飯能：5分（安倍、PC）、49分（引木、FG）

戦評

天理のセンターパスにより試合が開始された。立ち上がりから天理のペースで試合が運ばれる。5
分にカウンターからALDER飯能がPCを獲得すると、3番阿部がフリックシュートを決め先制点をあげ
１－０とするも、すぐに天理も24番白椛がゴール前に流れてきたボールをプッシュで押し込み、試合
を振り出しに戻す。そのまま１－１の同点で第１Ｑが終了した。第２Ｑ20分、天理がPCを獲得し15
番、永吉がフリックシュートを決め２－１とする。両チーム決定的なチャンスを作れないまま試合が
進み、26分に天理7番山本の華麗なドリブルから相手のPCを誘い、21番千葉がプッシュで決め追
加点を挙げた。終了間際に天理が素早いリスタートからPCを取るがALDER飯能のGK16番平澤が
好セーブをし、３－１で前半を折り返す。
第３Ｑ開始から天理がボールを支配し、ALDER飯能陣内に果敢に攻めるが粘りのある守備になか
なか得点につながらない。しかし、ALDER飯能のアウトレットミスからボールカットし、39分に20番山
堀、40分にも7番山本が立て続けにシュートを決め、５－１とする。そのまま第３Ｑが終了した。
第４Ｑ49分、ALDER飯能がカウンターから12番引木がリバースシュートを決め５－２とする。その後
もチャンスを作るが天理の守備に阻まれサークルへ入ることができない。天理もパスで相手を崩し
シュートまでいくも得点には繋がらず、そのまま５－２で試合終了。天理が明日の準決勝へ駒を進
めた。

第3試合

天理大学 ALDER飯能2

テクニカルオフィサー 中野　典子
アンパイア

木下　英貴
ジャッジ 増田　久則/栗原　崇 小林　哲也

テクニカルオフィサー 髙野　禎
アンパイア

成田　健一
ジャッジ 栗原　崇/清水　雅生 野澤　達
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得点

岐阜朝日ク：2分（山田、PC）、14分（千葉、PC）、17分（永井、FG）、27分（河邉、FG）、
30分（永井、FG）、37分（佐橋、FG）、38分（河邉、FG）、40分（落合、FG）、45分（小沢、FG）、
57分（山田、PC）

朝日大：31分（田中（玲）、FG）

戦評

岐阜朝日のセンターパスで試合が開始された。開始早々、岐阜明日の1番川邊が右サイドからドリ
ブルで切り込みPCを獲得すると、2番山田がフリックシュートを決め、１－０とする。朝日大も2番後
藤を中心に果敢に攻め込むが、得点までつながらない。14分に岐阜朝日がPCを取り、24番千葉が
フリックシュートを決め、２－０で第１Qを終える。第２Q17分、岐阜朝日6番永井がスイープで押し込
み３－０とする。中盤での攻防が続き、27分岐阜朝日の27番小沢の華麗なパスから1番川邊がス
イープで今日2点目を決める。終了間際の30分に6番永井が追加点をあげ、５－０で前半を折り返し
た。第３Q開始早々の31分、朝日大がサークル付近のフリーヒットで、ゴール前のこぼれ球を6番田
中（玲）が押し込み1点を返す。37分に岐阜朝日12番佐橋が混戦の中押し込み６－１となり、さらに
38分にリバウンドを1番川邊が押し込み７－１。41分に18番落合がプッシュシュートを決め８－１と
し、リードを広げる。終了間際の45分に岐阜朝日27番小沢が右からヒットシュートを決め、９－１で
第４Qへ進む。1点でも返したい朝日大は、第４Q立ち上がりから激しくプレッシャーを掛けにいくが、
チャンスを作れない。両チームの攻防が続き、57分に岐阜朝日２番山田がPCからフリックシュート
を決め、１０－１となった。試合終了間際に朝日大がPCを取るが、岐阜朝日のGK11番上田が好
セーブをし、そのまま試合終了。大量得点をとった岐阜朝日が明日の準決勝へと駒を進めた。

得点
天理：7分（白椛、FG）、20分（永吉、PC）、26分（千葉、PC）、39分（山堀、FG）、40分（山本、FG）


